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2広報ここのえ　2019.11月号

オープニング

展示・体験

赤ちゃん“夢“カップ
ドリーム

ここのえ緑陽中学校吹奏楽部

消防車に試乗

メイン会場に初登場！

　10月19日・20日の２日間、第25回九重ふるさと
祭りが保健福祉センター駐車場の特設ステージをメ
イン会場に開催されました。
　ステージでは、オープニングをここのえ緑陽中学
校吹奏楽部が軽快な楽器演奏で飾りました。また、
２日間にわたり、バンド演奏や文化振興会、郷土芸
能等のステージが来場者を楽しませました。

新時代へトライ！
第25回九重ふるさと祭り19

20

10

メインステージ

▲文化振興会の舞踊や詩吟の披露、郷土芸能の披露、柔道は板
割り等の迫力ある演武形等が披露されました。ナバーズの懐
かしいメロディーに会場は盛り上がりました。

　　サプライズで、ステージに九重親方（元大関
千代大海関）が登場すると、会場に歓声が上がり
ました。九重親方は餅まきに参加され、会場では
握手や記念撮影に笑顔で応じていました。

▲

レジンでアクセサリー作り

ラグビーボールで　　ストラックアウト！

大人気のボルダリング
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特集「九重町民劇場旗揚げ20周年」

まちの話題

町長コラム「とびらをあけて」

心の扉

ハート降るここのえ

ふるさとの文化財探訪

図書館だより

暮らしの情報

休日当番医

人の動き　ほか

2019 年 11月号

町からのお知らせ

町からのお知らせ

●正しいゴミの分別処理のお願い　[P11]
●11月 19日はおおいた食の日　[P11]
●エイズ早期発見－夜間HIV 抗体検査－　[P11]
●児童虐待かもと思ったら 189に　[P12]
●小学校再編検討委員会の意見書について　[P13]
●シリーズ「障がい福祉」　[P14]
●由布・日田・九重・玖珠合同公売会　[P14]
●農業収支計算説明会（白色）開催　[P14]

　全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2020年農林業センサス」が実施されます。この
調査は、農林業・農山村地域の実態を明らかにし、農林業施策の企画・立案・推進のための基礎
資料となる統計を作成し、提供することを目的に、5年ごとに行う調査です。

●調査はいつから？
　令和２年１月中旬から、調査員が農林業関係者の方々のご自宅や会社を訪問します。

●調査方法
調査員から配布された調査票に、農林業の経営状況などを
ご記入ください。（オンラインによる回答も可能です）

●そのほか
　調査票に記入された事項については、統計以外
　の目的には使用されません。

●お問い合わせ　　九重町役場 企画調整課　☎76-3807

2020 年農林業センサスが実施されます
－農林業の実態を知ることで見えてくる様々なことから　日本の農林業の未来を考えていきます－

今月の表紙
九重ふるさと祭りで「赤ちゃん“夢”カップ」が開催さ
れました。昨年度まで文化センターで行われていまし
たが、「令和」という新時代を赤ちゃんや子どもたち
と一緒にトライしていきたいという思いから、今年度
は初めてメインステージ前での開催となりました。会
場の多くの方に見守られ、また声援をもらいながら、
出場した元気で小さな選手たちはハイハイとヨチヨチ
を頑張っていました。

2020 農林業センサスHP ▼ 「つっちー」

ご協力お
願いします！

ドリーム
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―

演
劇
で
は
な
く
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

須
藤　
は
じ
め
は
、
九
重
町
に
は
劇

が
で
き
る
人
が
い
る
、
歌
が
う
ま
い

人
が
い
る
、
踊
る
こ
と
が
で
き
る
人

が
い
る
。
だ
っ
た
ら
、
町
民
み
ん
な

が
関
わ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
や
っ

て
み
よ
う
！
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
で
も
や
っ
て
み
る

と
、
と
て
も
大
変
で
（
笑
）。
音
符

が
読
め
な
い
、
歌
う
と
演
歌
の
こ
ぶ

し
が
回
る
、
そ
ん
な
状
況
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

井
上　
私
は
裏
方
で
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の

場
で
出
演
す
る
側
に
な
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
で
す
。
し
か
も
、
あ

ん
な
大
役
（
「
朝
日
長
者
物
語
」
で

朝
日
長
者
役
）
を
す
る
こ
と
に
な
る

と
は
思
っ
て
も
い
な
く
て…

。

時
松　
あ
と
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る

と
、
あ
の
時
、
す
す
ん
で
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
来
て
い
た
の
は
私
と
旅
の

僧
の
役
に
な
っ
た
方
と
二
人
だ
っ
た

ら
し
い
で
す
ね
。

須
藤　
私
は
事
務
局
と
し
て
会
場
に

い
た
ん
で
す
が
、
急
遽
そ
の
場
で
ポ

ラ
ロ
イ
ド
写
真
を
撮
っ
て
キ
ャ
ス
ト

で
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
。
あ
の

時
、
裏
方
希
望
で
来
ら
れ
て
い
た
方

も
含
め
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
会
場
に

来
て
い
た
方
、
皆
さ
ん
に
役
が
付
き

ま
し
た
。

―

な
ん
に
も
な
い
劇
団

須
藤　
脚
本
の
先
生
に
、
当
時
『
な

ん
に
も
な
い
劇
団
』
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
笑
）。
予
算
の
な

い
中
で
脚
本
や
演
出
、
照
明
等
の
ス

タ
ッ
フ
の
方
、
裏
方
、
た
く
さ
ん
の

方
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
の
で
、
お
金
も
な
け
れ
ば
、
プ
ロ

の
ス
タ
ッ
フ
も
い
な
い
『
な
ん
に
も

な
い
劇
団
』
と
。

時
松　
今
ま
で
も
で
す
が
、
今
回
の

「
こ
の
こ
え
」
の
舞
台
セ
ッ
ト
や
道

具
も
、
過
去
の
も
の
を
リ
メ
イ
ク
し

て
い
ま
す
。
劇
中
劇
で
「
朝
日
長
者

物
語
」
を
し
ま
す
が
、
そ
の
衣
装
は

「
朝
日
長
者
物
語
」
の
公
演
時
の
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

竹
尾　
舞
台
セ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
ゲ

ネ
プ
ロ
（
本
番
同
様
に
行
う
最
終
リ

ハ
ー
サ
ル
）
が
終
わ
っ
て
、
さ
ぁ
明

日
は
本
番
と
い
う
時
に
、
舞
台
セ
ッ

ト
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
徹

夜
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

井
上　
い
い
ち
こ
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
で

「
こ
の
こ
え
」
を
観
て
、
舞
台
セ
ッ

ト
の
山
が
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
い
ろ
ん

な
見
え
方
が
し
て
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
あ
れ
も
手
作
り
で
す
よ
ね
。

時
松　
今
回
山
の
セ
ッ
ト
は
、
美
術

の
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
に
、
み
ん
な

で
ち
ぎ
っ
た
段
ボ
ー
ル
を
貼
り
合
わ

せ
て
、
色
を
塗
っ
て
作
り
ま
し
た
。

表
面
や
で
こ
ぼ
こ
し
た
裏
面
を
使
っ

た
り
し
て
い
る
の
で
、
味
が
あ
る
感

じ
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

町
民
み
ん
な
が
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

●顔写真の横の小さな写真は、
　「朝日長者物語」に出演時の写真

初代
竹尾友彦さん

3代目
須藤百合子さん

4代目
時松栄子さん

　　　2代目
井上東介さん

思

い出
エピソ

ードなどお聞きし
ま
し
た
！

歴代
代表者
対談
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竹
尾　
九
重
町
民
劇
場
を
通
じ
て
、

人
間
関
係
が
で
き
ま
し
た
よ
ね
。
拍

手
が
鳴
っ
て
緞
帳
が
下
り
る
と
、
み

ん
な
で
泣
い
て
抱
き
合
っ
て
。

須
藤　
す
る
方
も
、
観
る
方
も
初
め

て
で
、
な
ん
だ
か
ん
だ
わ
か
ら
な
い

ま
ま
初
公
演
は
終
わ
り
ま
し
た
。

井
上　
声
を
出
し
す
ぎ
て
ポ
リ
ー
プ

が
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
あ

の
時
は
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
。

須
藤　
私
も
高
音
が
出
な
く
て
毎
日

特
訓
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
で
が
ん

ば
れ
！
と
舞
台
下
か
ら
み
ん
な
が
応

援
し
て
く
れ
て
い
て
。

竹
尾　
ダ
メ
出
し
さ
れ
る
の
は
見
込

み
が
あ
る
か
ら
！
と
自
信
を
な
く
し

た
仲
間
を
励
ま
し
た
り
。

時
松　
公
演
前
日
や
当
日
に
、
骨
折

等
ケ
ガ
人
が
で
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
。

須
藤　
代
役
が
い
な
い
の
で
、「
惚

れ
地
蔵
で
れ
す
け
て
ん
」
の
時
は
、

ケ
ガ
を
し
た
人
の
役
を
、
ケ
ガ
を
し

た
人
設
定
に
し
た
り
。

竹
尾　
チ
ャ
ン
バ
ラ
を
し
て
い
て
、

カ
ツ
ラ
が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
（
笑
）

須
藤　
本
番
中
だ
か
ら
笑
う
に
笑
え

な
い
け
ど
、
お
か
し
か
っ
た
で
す
。

井
上　
こ
け
ら
落
と
し
公
演
の
時
に

文
化
セ
ン
タ
ー
に
記
念
に
桜
を
植
え

ま
し
た
。
今
も
春
に
な
る
と
き
れ
い

に
咲
い
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。（
九

重
文
化
セ
ン
タ
ー
の
法
面
に
桜
が
植

樹
さ
れ
て
い
ま
す
）

須
藤　
九
重
町
民
劇
場
は
、
九
重
文

化
セ
ン
タ
ー
こ
け
ら
落
と
し
公
演
の

「
朝
日
長
者
物
語
」
が
終
わ
っ
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
も
っ
た
い
な
い
、
町

民
劇
を
残
そ
う
、
せ
っ
か
く
完
成
し

た
文
化
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活
用
し
て

い
こ
う
と
結
成
し
ま
し
た
。

竹
尾　
九
重
町
の
民
話
や
歴
史
を
物

語
に
し
て
、
年
に
１
回
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
提
供
で
き
れ
ば
と
。

須
藤　
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
指
導
し
て
い
た
だ
け
た
脚
本

家
、
演
出
家
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
、
そ

し
て
公
演
を
い
つ
も
観
に
来
て
拍
手

を
送
り
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
町
民

の
方
々
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

井
上　
そ
し
て
、
キ
ャ
ス
ト
や
裏
方

等
、
ま
た
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
み

な
さ
ん
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
家

族
の
理
解
や
支
え
が
あ
っ
て
で
き
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

竹
尾　
い
ろ
ん
な
人
に
恵
ま
れ
、
心

の
つ
な
が
り
の
中
で
結
ば
れ
ま
し

た
。

時
松　
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
ま
で
何
年
続
け
て
い
こ
う
と
気
負

わ
ず
や
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
た
ん
た
ん
と
続
け

れ
ば
、
続
い
て
い
く
の
か
な…

？
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち

な
み
に
20
年
間
お
値
段
据
え
置
き
で

や
っ
て
き
ま
し
た
（
笑
）
ぜ
ひ
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

九
重
町
民
劇
場
と
は

―

20
年
を
振
り
返
っ
て
、
ま
た
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て

―

み
ん
な
で
作
っ
た
町
民
劇
場

九重町民劇場旗揚げ20周年記念公演

「このこえ」

団員募集中！

と　き
　11月30日（土）18：30開場/19：00開演
　12月 1 日（日）13：00開場/13：30開演
ところ
　九重文化センターホール

チケット
　一般 1,500円 / 高校生以下 1,000円
　★九重文化センター・各地区公民館で
　　販売中！

問 九重文化センター　☎76-3888
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まちの話題

　大分県トラック協会主催の「物流出前講座」
が東飯田小学校５年生を対象に開催されまし
た。出前講座では物流授業と車両見学が行わ
れ、授業ではトラックの種類や輸送の約９割を
トラックが担っていること等を学びました。車
両見学では６台のトラックに触れ、質問をした
りしながら物流について学びました。

クレーン車や冷蔵冷凍車、木材運搬車などが並び、生徒
たちは楽しそうに運転席に座ったりしていました

学んでふれてトラックを知る21
10

　
　大分県たばこ販売協同組合玖珠支部が、10
月23日に東飯田地区の竜門の滝周辺の清掃美
化活動を行いました。
　たばこの喫煙マナー向上と環境美化推進を目
的に行われているこの活動に8名の方が参加
し、竜門の滝付近や公共駐車場などのたばこの
吸い殻やゴミを拾いました。

秋の紅葉シーズンを目前に、大分県たばこ販売協同組合
玖珠支部と愛煙家の方がクリーンアップ活動をしました

憩いの場をきれいに清掃活動23
10
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　菱甲産業株式会社（大分市）より車イス３台
が町に寄贈されました。
　菱甲産業株式会社は会社設立50周年として
５年前から社会福祉事業で自治体に車イスを寄
贈されており、今回の九重町で県内すべての市
町村に寄贈となりました。町長は「役場に設置
し、住民福祉向上に役立たせていただきます」
とお礼を述べました。

（左から）日野町長、菱甲産業株式会社 土谷幹男社長

寄贈ありがとうございます3
10

　
　第43回大分県中学校新人ソフトボール大会
において緑陽中学校で初となる第３位の成績を
収めた、女子ソフトボール部が報告に訪れまし
た。キャプテンの音成穂華さん（2年）が試合
結果を報告し、「勝利がなかった県大会で第３
位になったので、来年の夏は優勝にむけて頑張
ります」と抱負を述べられました。

出場選手した緑陽中学校の 1年生と 2年生の12名が日野
町長と濱田教育長に喜びの報告をしました

新人戦で女子ソフト第３位！15
10

りょうこう

　第51回九重町町民体育大会が多目的グラウ
ンドのほか、町内会場で開催されました。
　全25種目の競技に826名が出場し、スポー
ツを通して健康増進と親睦交流を行いました。
　開会式では野上地区の穴井俊也さん（少年野
球）が選手宣誓を行い、閉会式のアトラクショ
ンで野上小学校の3・4年生がダンスを行いま
した。

第51回九重町町民体育大会13
10

成績結果
順　位
優 　 勝
準 優 勝
３ 　 位
４ 　 位

総合成績
南 山 田
東 飯 田
野 　 上
飯 　 田

敢闘賞
野 　 上
東 飯 田
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　アウトドアイベント「山恋フェスティバル
2019」が九重グリーンパーク泉水キャンプ村
で開催されました。
　会場には、ボルダリングやハンモック等の体
験のほか、鳥笛や木皿づくり等のワークショッ
プ、アウトドア用品の展示等が行われ、参加者
は山に親しみながら楽しんでいました。

子どもから大人まで一緒に楽しめる体験やワークショッ
プ（写真はスラックライン）がたくさん

山に親しんで楽しむ26・27
10

　
　中津市の田邉了さんより、九重町の風景を描
いた油絵4点が町に寄贈されました。
　寄贈された絵画は、第28回九重の自然を描
く絵画・写真展（10月15日～20日）において
展示されていました。

田邉さんと親交の深い藤澤昌由さんが代理で寄贈に訪
れ、濱田教育長が受け取り感謝を伝えました

ご寄贈ありがとうございます30
10

　10月26日から10月29日にかけ九重町を訪れ
た、台湾高雄市の大灣國民中学及び鳳山國民中
学の２校とここのえ緑陽中学校２年生が、交流
学習を行いました。
　生徒たちは、体育と家庭科の授業を受け、ま
た給食を一緒に食べながら、英語でコミュニ
ケーションをとり交流を深めました。

緑陽中学校 2年生と、台湾の大灣國民中学・鳳山國民
中学の生徒 16人が交流しました

新たな交流で世界を広げる28
10

まちの話題

だいわん ほうざん

ドッヂビー（やわらか
いフリスビーを使用す
るドッヂボール形式の
ゲーム）を行い、一緒
に体を動かしました

▲

給食を一緒に食べ、昼
休みはバスケットボー
ルやサッカーで遊びま
した

現在、台湾高雄市の大灣國中・鳳山國中と姉妹校提携
に向け取組を推進しています。平成 30年度は緑陽中
生徒 5名が台湾を訪れ交流を行いました。今年度は、
台湾から 2校の生徒 16名が九重町を訪問、12月に
緑陽中生徒 7名が台湾を訪れ交流をする予定です。

家庭科の授業では「バ
ナナ大福」作り。おい
しくできた大福は給食
のデザートに

▲

▲

りょう

絵画は、「長者の池」の２点は緑陽中学校と淮園小学校
に1点ずつ、「陽春の湧蓋山」と「冬の湧蓋山」の２点
は飯田小学校において展示されます。
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　大分県では11月19日をおおいた食の日と定
めています。健康で豊かな生活を実現するため
に、ご家族や友人と、食生活を考えたり話し
合ったりしてみましょう。

11 月 19日は「おおいた食の日」
●お問い合わせ
　　保健福祉センター　☎76-3838

　12月1日の「世界エイズデー」のキャンペー
ンとして、HIV抗体検査を夜間に実施します。
●と　　き
　12月２日（月）午後５時～午後７時
●と こ ろ
　大分県西部保健所（日田市）
●対 象 者
　検査を希望される方
　・匿名で検査を受けられます
　・人数に限りがあります
●検 査 料 　無料
●検査内容
問診・採血を行います。採決後、約1時間で
検査結果をお伝えします
●申込方法
事前予約制。県西部保健所（☎0973-23-
3133）まで電話でお申込みください

エイズ早期発見のために
●お問い合わせ
　　保健福祉センター　☎76-3838

正しいゴミの分別処理にご協力ください！　－不法投棄や不法焼却は犯罪です－
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　自分の土地にごみが捨てられている、可燃ごみを田畑などで燃やし異臭がして気分が悪い等苦情
が多数寄せられています。
　ゴミを燃やすと、近隣住民とのトラブル
や、不完全燃焼による一酸化炭素やダイオ
キシン類などの有害物質を発生させる原因
にもなるといわれています。
　正しいゴミの分別処理を行う等、みんな
で協力して、快適な生活環境の維持に努め
ましょう。

　不法投棄や不法焼却は、懲役刑や罰金刑に処されます。
　廃棄物の不法投棄や不法焼却には、法律（「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」）により、厳
しい罰則が適用されます。行為者が処罰されるのはもちろん、会社が関わった場合には、高額の罰
金が科せられることになっています。

不法投棄や不法焼却は犯罪です！

（罰則）  5 年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金、またはこれらが併科されます。 会社が関わった場合
　　　　には、会社にも 3億円以下の罰金が科せられます。

ごみの分別については、
人権・健康・環境カレンダーまたは
九重町ホームページをご覧ください。
わからないことは保健福祉センター

までご相談ください。

九重町HP▲

ごはん

朝食を毎日食べよう
家族で一緒に食べよう
主食・主菜・副菜をそろえよう
緑黄食野菜を毎日食べよう
塩分や調味料はとり過ぎないように

おおいた食育ウィーク
「うまい、楽しい、元気な大分」
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児童虐待かもと思ったら「１８９」－ちょっとしたサインを見逃さないで－
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

　児童虐待とは、親などの養育者が、子どもの心身を傷つけ、健やかな成長・発達を損なう行為で
す。子どもの人権を侵害するだけでなく、生命をおびやかす場合もあります。親にとっては「しつ
け」のつもりであっても、たとえ親に愛情があったとしても、子どもにとって有害な影響を及ぼす
行為であれば、「虐待」といえます。

●身体的虐待　　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、
家の外にしめだす 等

●性 的 虐 待　　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする 等
●ネグレクト　　乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動車の

中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない、他の人が子どもに暴力を
ふるうことなどを放置する 等

●心理的虐待　　言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう（DV） 等

　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの1本の電話で救われる子どもがいます。

児童虐待とは

　児童虐待は隠されていることがほとんどです。潜在化している虐待
をくい止めるためには、周囲の皆さんの「虐待」のサインを見つける
ことがとても大切です。

子どもや保護者からの “サイン” 見落としていませんか？

　子育て中の保護者のみなさんはひとりで抱え込まず、児童相談所または子育て支援課（役場1
階）までご相談ください。また、地域の皆さんは子育て家庭を暖かい目で見守ってください。

児童虐待かもと思ったらお電話ください

いちはやく

子どもの様子
●いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴
　り声がする
●不自然な傷や打撲のあとがある
●衣類やからだがいつも汚れている
●落ち着きがなく乱暴である
●表情が乏しい、活気がない
●夜遅くまで一人で家の外にいる

保護者の様子
●地域などと交流が少なく孤立している
●小さい子どもを家においたまま外出してい
　る
●子育てに関して拒否的・無関心である
　／強い不安や悩みを抱えている
●子どものけがについて不自然な説明をする

●住んでいる地域の児童相談所に自動でつながります。
●連絡は匿名で行うことも可能です。
●連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
●出産や子育てに関する悩みや質問がある方はご連絡ください。

児童相談所
全国共通
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小学校再編について九重町小学校再編検討委員会で協議されました
●お問い合わせ　九重町教育委員会　教育振興課　☎７６－３８３４

　九重町教育委員会は九重町小学校再編検討委員会を６月４日に設置し、「第二次学校再編整備計
画」について検討していただき、意見書が10月８日に提出されました。今後は提出された意見書
を基にしながら、「第二次学校再編整備計画」の見直しを教育委員会で行う予定です。

　区長代表各地区1名、各地区まちづくり協議会代表4名、小学校保護者
代表各１名、学識経験者１名、小学校長代表１名の16名です。

◆検討委員会からの意見
小学校は６校を維持する。ただし、全校児童数が急激に減少したり、教育活動に支障をきたした
りすることが心配される時や校区住民や保護者が協議し統合を望む場合には、速やかに統合につ
いて協議を始める。

　九重町教育委員会では、小中学校の再編について平成21年６月に「第一次学校再編整備計画」、
平成24年９月に「第二次学校再編整備計画」を策定し、平成25年に中学校の統合を行いました。
　しかし、小学校については本整備計画を策定した時点とは、教育を取り巻く環境が変わり、文部
科学省も少子化に対応した活力ある学校づくりに向けて「公立小学校・中学校の適正規模・適正配
置等に関する手引」を作成し、地域の実態にあった学校を模索するようになりました。

九重町小学校再編検討委員会

▼委員構成

▼小学校再編検討委員会の経過

九重町小学校再編検討委員会を設置するまでの経過

　小学校再編検討委員会には①、②について協議していただき、意見書が提出され
ました。（意見書は11月中に九重町ホームページに掲載する予定です）

①小規模校における教育効果と条件整備について
６小学校については学校の規模によって、学力、体力、いじめ・不登校について大差はない。複
式学級がある学校も、教職員の努力や「ここのえ学園基本計画」の集合学習などで充実した学習
環境を整えることができており、学習効果もあがっている。

②地域における学校の役割と学校支援について
小規模校ほど学校と地域の連携が進んでおり、学校を核とした地域づくりを行っている。地域づ
くりの視点からみた時にも学校は重要な拠点である。今後、学校は地域の文化・生活の拠点とし
て、その存在意義をもっと高めていく取組が、学校と地域住民の双方に求められている。

提出された意見書について

第１回 6月４日

第４回
第５回

8月30日
9月30日

・検討内容の確認　　・九重町学校再編に関わる経緯
・複式を含む小規模校の実態（複式学級の取組）
・ここのえ学園基本計画　　・小規模校の教育のメリットとデメリット
・学校と地域連携の具体的な取組（野矢小学校の取組）
・学校と地域の連携　　・地域における学校の役割と学校支援
・意見書原案の検討
・意見書最終案の審議

第２回 7月９日

第３回 8月２日

と　き 会　議　内　容
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　日用品や電子機器等の滞納処分による差押物
品を公売します。
●と　き
　12月15日（日）午前9時30分開場
　・第１回入札　午前10時20分開始
　・第２回入札　午前11時20分開始
●ところ
　由布市挾間体育センター
　（由布市挾間町向原17番地2）
●持参するもの
購入代金（現金）、印鑑（認印可・法人の場
合は代表者印）、本人確認ができる物（免許
証・保険証等）、スリッパ（上履き）
●注意事項
物品は現状での中古品扱いであり、保証はご
ざいません。未成年の方は入札に参加できま
せん。

由布・日田・九重・玖珠合同公売会
●お問い合わせ
　　税務課　☎76-3803

　１月１日から12月31日までの１年間に農業
を営み、収支計算の結果所得があった方は、所
得税申告または住民税申告をしていただくこと
になります。
　申告に必要な農業所得の収支内訳書作成の説
明会を開催しますので、農業所得の申告（白
色）をされる方のご参加をお待ちしています。

●と　き
　12月13日（金）午後２時～
●ところ
　九重町役場3階　301会議室
●説明内容
収入・経費の種類や所得の計算方法、減価償
却等についての基礎的解説

農業収支計算説明会（白色）の開催
●お問い合わせ
　　税務課　☎76-3803

玖珠町九重町地域自立支援協議会を開催しました

　９月27日、玖珠自治会館において玖珠町九重町地域自立支援協議会の全体会を開催しました。
　本年度は、「災害に対する取り組み」、「地域生活支援拠点等の整備」に関して重点的な取組を行
います。

　自立支援協議会とは
　障がい者の地域生活を支援するためには、共通の
目的に向け、情報を共有して、具体的に協働するこ
とが必要です。九重町では玖珠町と共同で自立支援
協議会を組織し、地域の関係者によるネットワーク
を構築しています。

　地域生活支援拠点等の整備とは
　障がい者（児）の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能（①相談、
②緊急時の受け入れ・対応、③体験の機会・場、④専門的人材の確保・養成、
⑤地域の体制づくり）を、地域の実情に応じた創意工夫により整備し、障がい
者（児）の生活を地域全体で支えるサービス提供体制を構築することです。玖
珠郡として令和3年3月までに整備することを目指しています。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



▼
▼
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人権

No.280心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　本年度の最終講座となる第５回「なるほど“ザ”人権講
座」が、10月24日（木）に開催されました。
　今回は、東飯田小学校の池部義孝校長の講話「わが子
へ向けてどう語るのか」のお話をいただき、続いてグ
ループ討議を行いました。
　受講生の感想の一部を紹介します。

・部落差別とは何かと聞かれたとき、どんなふうに答え
ようか、自分の中に答えを持っていませんでした。今
日の池部先生の話しを聞き、「根拠のない作られた差
別である」という言葉を、今後差別に出会ったとき、
そして聞かれたときに伝えていきたいと思いました。
・子どもに部落差別について聞かれたら先生のようにう
まく伝えられないなあと思ったが、グループワークで

話して、上手に伝えられなくても、あまり固く考えず
に自分の言葉で伝えれば良いんだなと感じました。
・知らないことは、とても罪なのだと思いました。自分
の知識と違う学びがたくさんあったので、学ぶことの
大切さを改めて感じました。「部落差別」は身近では
なかったので、ショックなことも多かったし、正直、
差別する人の心が全く理解できませんが、自分が差別
する側になっていないか、意識することができました。
・普段でも言葉の使い方一つで大きなことに発展した
り、相手を傷つけたりすることがあるのに、差別を受
けている人たちは常日頃から辛い思いをしていること
を知った。いつか子どもが人権のことを知りたいと聞
いてきたときに「一緒に考える」ことを大切にして私
も知識を増やしていけたらと感じました。

　全５回の講座で、受講生の皆さんは多くのことを聞
き・知り・感じ、またグループ討議で色々なことを考え
てきました。この講座で得たたくさんの「気づき」が受
講生一人一人の中で芽吹き、「人権のまちづくり」を進
めていく仲間として今後PTAや地域で活躍されること
を願っています。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができませ
んが、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎76
－3823）までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　九重町教育委員会　社会教育課

2019「なるほど“ザ”人権講座」を終えて

　今年は、台風の上陸や接近、また線状降水帯の発
生に伴い、全国で多くの被害が出ました。亡くなら
れた方々に追悼の意を表すと共に被害にあわれた皆
様にお見舞い申し上げます。
　50年、100年に一度の雨が、毎年のように日本
のどこかで被害をもたらし、多くの犠牲者が出てい
ることに、憂慮の念に堪えません。いつ発生するか
わからない災害に備え、小さなことから始めて積み
重ねていき、地域が大きな塊となって防災力をつけ
ていく、そんな力を皆さんと行政で積み上げていき
たいと思います。
　さて、話題は変わりますが、10月19日と20日
に、第25回九重ふるさと祭りが開催されました。

初日の天気は小雨が降ったり止んだりと、気を揉む
ような天候でしたが、翌日には過ごしやすい日にな
り、多くの皆さんに参加していただき、節目のお祭
りとなりました。特に「赤ちゃんカップ」では大い
に盛り上がり、いつも以上に皆さんの笑顔があふれ
ていたように感じました。
　サプライズで大相撲の九重部屋の親方（元大関千
代大海関 大分県出身）に参加していただき、皆さ
んの喜ぶ顔をみて、実現できてよかったなあと安堵
したところです。というのも、私と親方は３年越し
の付き合いで、今回友人として参加してくれまし
た。来年には、九重部屋の皆さんにも参加してもら
い、九重町と九重部屋がつながっていけたらと考え
ていますので楽しみにしていてください。
　九重ふるさと祭りを準備し開催していただいた実
行委員会の皆さん、出店していただいた皆さん、お
祭りにお越しいただきました町民の皆さん、多くの
方々に感謝を申し上げます。ありがとうございました。
　今回の九重ふるさと祭りのテーマでもあります
「新時代にトライ」の精神で、皆さんと共に歩んで
いきたいと思います。

九重町長　日野 康志

Vol.６

とびらをあけて

町 長コラム



16広報ここのえ　2019.11月号

ふるさとの
 文化財探訪
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い
に

揺
れ
、
く
の
字
に
な
っ
て
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
建
物
を
倒
壊
か
ら
守
る
柔
構

造
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
重
塔
は
、
独
立
し
た
五
つ
の
層
が
下
か
ら
積
み
重
ね
ら

れ
た
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
各
層
が
軒
の
長
い
大
き
な
屋
根
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
中
心
を
心
柱
が
貫
通

し
て
い
て
、
五
層
の
頂
部
で
の
み
接
し
て
い
る
こ
と
、
五
層
の
頂
部
に
長
い
相
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
、
心

柱
の
先
端
に
被
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
他
の
建
築
物
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
し
て
い
ま
す
。

　
五
重
塔
に
横
揺
れ
の
地
震
力
が
作
用
し
ま
す
と
、
塔
に
は
折
れ
る
力
と
曲
が
る
力
に
よ
る
変
形
を
生
じ

ま
す
。
各
層
は
下
層
の
屋
根
部
を
回
転
の
ば
ね
と
し
て
ロ
ッ
キ
ン
グ
運
動
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
基
壇

上
に
あ
っ
て
柱
の
背
が
高
い
一
層
を
除
き
、
鉛
直
荷
重
に
対
す
る
屋
根
部
の
柔
ら
か
さ
が
折
れ
る
力
に
対

す
る
胴
部
の
柔
ら
か
さ
を
上
廻
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
軒
が
長
く
て
重
量
が
あ
る
大
屋
根
は
、
回
転
慣

性
が
大
き
く
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
運
動
の
振
動
周
期
を
長
く
し
て
い
ま
す
。
五
重
塔
は
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
運
動
に

よ
る
免
震
に
よ
っ
て
柔
構
造
を
成
し
、
大
屋
根
に
よ
る
制
振
に
よ
っ
て
水
平
方
向
の
折
れ
る
力
を
低
減

し
、
層
の
浮
き
上
が
り
に
よ
っ
て
柱
の
ほ
ぞ
抜
け
を
防

止
し
、
又
、
心
柱
に
よ
っ
て
過
度
の
浮
き
上
が
り
を
抑

制
し
、
倒
壊
、
崩
壊
、
転
倒
、
落
下
を
防
い
で
い
ま

す
。

　
五
重
塔
の
耐
震
性
能
の
秘
密
は
、
大
屋
根
を
有
す
る

五
つ
の
層
の
積
み
重
ね
構
造
と
、
塔
身
と
の
間
に
間
隔

を
置
い
た
一
本
の
心
柱
と
の
、
絶
妙
な
組
み
合
わ
せ
に

隠
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
一
三
〇
〇
年
前
の
構
造
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

（
六
三
四
ｍ
）
と
い
う
日
本
最
大
の
建
造
物
に
も
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
先
人
た
ち
の
技
術
の
高
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

1 1月のハート降る♥ここのえ

秋
祭
り

　
 

若
者
の
志
に
拍
手

　
今
年
も
秋
祭
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
毎
年
お

宮
を
訪
れ
て
い
る
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
は
行
わ

れ
て
い
る
も
の
の
、
参
拝
者
の
数
が
少
な
い
こ
と
が

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
そ
ん
な
心
配
を
し
な
が
ら
参
道
の
石
段
を

登
っ
て
行
く
と
、
例
年
と
は
大
き
な
違
い
が
。
境
内

か
ら
日
頃
あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
っ
た
多
く
の
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
境
内
に
登
り
つ
く
と
、
大
き
な
テ
ン
ト
の
下
で
多

く
の
家
族
連
れ
と
そ
の
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
声
に

包
ま
れ
、
焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
露
店
を

出
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
向
か
い
で
は
別
の
若
者

た
ち
が
、
懐
か
し
い
射
的
が
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　
例
年
の
通
り
、
決
し
て
参
拝
者
が
多
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く

だ
け
で
、
心
が
躍
る
思
い
で
し
た
。

　
家
族
連
れ
の
集
団
に
話
を
聞
く
と
、
あ
ま
り
に
お

祭
り
が
寂
し
い
の
で
、
自
分
の
集
落
内
の
子
育
て
世

代
の
仲
間
に
声
を
か
け
、
少
し
で
も
賑
わ
い
に
な
れ

ば
と
・
・
・
。

　
現
状
に
不
満
や
愚
痴
を
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

先
ず
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を
考

え
、
地
域
の
大
切
な
歴
史
的
行
事
を
自
ら
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
若
者
た
ち
の
志
に
大
き
な
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

せ
ん
　
　
た

（東京スカイツリー） （五重塔）
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●児童書・コミック
こころがニコニコしちゃうもの　　　　　　　常田メロン
マンマルさん　マック・バーネット、ジョン・クラッセン
タヌキのきょうしつ　　　　　　　山下明生、長谷川義史
はじめての読書感想文　　　　　　　　　　　　藤田利江
ぼくがゆびをぱちんとならして、きみがおとなになるまえの詩集　斉藤倫、高野文子
ＴＨＥ ＬＡＮＤ ＯＦ ＳＴＯＲＩＥＳ 1~4巻　クリス・コルファー
●一般図書
孤篷のひと（文庫）　　　　　　　　　　　　　　 葉室麟
警視庁特例捜査班（文庫）　　　　　　　　　　 矢月秀作
蟻の菜園（文庫）　　　　　　　　　　　　　　 柚月裕子
慈雨（文庫）　　　　　　　　　　　　　　　　 柚月裕子
パレートの誤算（文庫）　　　　　　　 　　　　柚月裕子
剣樹抄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冲方丁
よみがえる変態　　　　　　　　　　　　　　　　星野源
菜食主義者　　　　　　　　　　　 ハンガン、きむふな
掃除婦のための手引き書　ルシア・ベルリン、岸本佐知子
Ｄｒ．コパの百万長者風水　　　　　　　　　　小林祥晃
神さまのむちゃぶりで全国の神社に行ったら人生が好転した話。  長南華香、池上花英
ざんねんな手相　　　　　　　　　　　　　　卯野たまご
誰にも言えない「さみしさ」がすっきり消える本　石原加受子
ムー認定驚異の超常現象　　　　並木伸一郎、ムー編集部
旅地図日本
鉄道絶景
るるぶ温泉＆宿九州
行ける！撮れる！映える！感動に出会う日本の新絶景
それでも、母になる　　　　　　　　　　　　　徳瑠里香
日本への警告　　　　　　　　　　　　ジム・ロジャーズ

倒産の前兆　　　　　　　　　　帝国データバンク情報部
教誨師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀川惠子
永山則夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀川惠子
子どもが発達障害といわれたら　　中田洋二郎、猿渡知子
上級国民／下級国民　　　　　　　　　　　　　　　橘玲 
人体、なんでそうなった？　　　　　　ネイサン・レンツ
やさしく正しい妊活大事典　　　　　吉川雄司、月花瑶子
おっぱいからごはんまで　　　　　　　　　　井上美津子
口から食べる幸せを守る　　　　　　　　　　　小山珠美
生き物の死にざま　　　　　　　　　　　　　　稲垣栄洋
コピーして使えるシニアの漢字パズル＆脳トレ遊び　脳トレーニング研究会
写真でみせる回想法　　　志村ゆず、鈴木正典、伊波和恵
想い出かたり　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木正典
子どもが危ない！スマホ社会の落とし穴　清川輝基、内海裕美
やめられない　　　　　　　　　　　　　　　　帚木蓬生
自宅で淹れる珈琲ガイドＢＯＯＫ
世界で一番カンタンな投資とお金の話　  村上世彰、西原理恵子
遺体と火葬のほんとうの話　　　　　　　　　　佐藤信顕
ふっくらかわいい立体刺しゅう　　　　　アトリエＦｉｌ
みんなで筋肉体操語録　　　　　　　　　　　　谷本道哉
日本音楽のなぜ？　　　　　　　　　　　　　　竹内道敬
はじめての雅楽　　　　　　　　　　　　　　　笹本武志
教養としてのロック名盤ベスト１００　　　　　川﨑大助
イチロー・インタビューズ激闘の軌跡　　　　　石田雄太
ＡＩに負けない子どもを育てる　　　　　　　　新井紀子
心が通じる手紙の美しい言葉づかいひとこと文例集　池田書店編集部
寝る前５分暗記ブック英会話フレーズ集　メディアビーコン

新刊・新着図書案内 ～そろそろコタツやストーブの登場ですね。暖かいお部屋で読書はいかがですか～

ほんの森11月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●「おはなし会」毎月第２土曜日　10時30分～11時
11月のボランティアグループは「スター」の皆さんでした。
12月は「ぷちトマト」の皆さんです♪（12月14日予定）
親子で仲良く参加していただきありがとうご
ざいました。最後はシールを１枚選んで児童
コーナーに貼るこどもたち♡笑顔で帰ってい
く様子にこちらもうれしくなります！

お
知
ら
せ

　10月15日（火）～11月15日（金）まで「図書館〇×クイズ」と題しイベントを開催していました。
　ご参加していただいた皆さんありがとうございました。大人は10問、子どもが５問ということで、全問正解
者がたくさんで景品が足りなくなるのでは？と心配していたのです。ところが…意外と大人の問題が難しかった
らしく全問正解者がとても少ない結果となりました。この機会に九重町図書館のことを知ってもらえるとうれし
いので、どうぞ挑戦してみください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図書館〇×クイズの正解発表！！

1
2
3

4
5
6
7
8
9
10

九重町図書館ができて、今年で 10年目である
一人、10冊までかりることができる
図書館のイメージキャラクターの名前は
「ここちゃん と りこちゃん」である
ＤＶＤを返却する時は玄関前の返却ＢＯＸに入れても良い
毎月第 3土曜日は『おはなし会』が開催されている
最新号の雑誌のコピーができる
図書館の司書は 4人いる
かりた図書を各地域の公民館に返却することができる
電話で本の予約や延長はできない
広報ここのえに「本の泉」という題名で、図書館の
情報などを毎月載せている

あなたは全部わかりますか？ 【おとな版】

×

○

×

×

×

×

×

○

○

×

1
2
3
4

5
6
7
8
9

10

今年で 20年目になります。
以前は 5冊まででしたが 10冊に増えています。
キャラクター名は「ここちゃんとのえちゃん」

毎月第 2土曜日におはなし会をしています。
雑誌の最新号のコピーはできません。
現在司書は 3人です。
各地区公民館に返却がでますのでご利用ください
予約や延長は図書館に直接来て手続きをして頂く
ことになっています。
このページの題名は「本の森」です

【答え】

答えはこちら☟×

（10月に読んだ本） 10月のおはなし会の様子

★この他にも『図書館の本から作品できました』『KokoDoku 第 6夜』など
　秋の読書週間イベントにご参加いただきありがとうございました！！

DVDはお値段も高いので BOXには入れないで下さい。
破損した場合弁償して頂く場合もあります。
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暮らしの情報　●

　
献
血
は
、
最
も
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
あ
な
た
の
わ
ず
か
な
時
間
で
救
え

る
命
が
あ
り
ま
す
。

■
と
　
き　
11
月
28
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

■
と
　
き　
12
月
４
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
人
権
擁
護
委
員
が
、
差
別
を

受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受
け

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷

さ
れ
た
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

■
と
　
き　
12
月
11
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
野
上
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
12
月
16
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と
　
き　
12
月
12
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
■
と
　
き　
12
月
５
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

許
認
可
申
請
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き　
12
月
13
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
12
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
■
と
　
き　
12
月
15
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場

■
内
　
容　
①
遺
言
の
他
、
高
齢
者
等
の

財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
賃
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
等
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す

る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の

認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題

に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
平
日
に
事
前
予
約
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き　
12
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
（
無
料
）

お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

障
が
い
巡
回
相
談

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

行
政
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

公
証
役
場
の
日
曜
無
料
相
談

　大分県赤十字血液センターHP
（九州の献血状況をご確認いただけます）
▲

一人ひとりの愛が
大切な生命を守ります
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診
療
費
の
減
免
事
業

令
和
２
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

若
年
性
認
知
症
と
向
き
合
う

子
ど
も
世
代
の
講
演
会
＆
つ
ど
い

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
、

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

大
分
県
在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
２
年
４
月
１
日
に
改
正
労
働
者

派
遣
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

●　暮らしの情報

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
玉
沢
９
０
８
番
地
）

■
対　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
内　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
期
限　
11
月
28
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

　
派
遣
労
働
者
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

実
現
に
向
け
、
派
遣
労
働
者
と
派
遣
先
の

労
働
者
と
の
間
の
均
等
・
均
衡
待
遇
を
確

保
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
改
正
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
労
働
局
職
業
安
定

部
需
給
調
整
事
業
室
「
派
遣
労
働
者
の

同
一
労
働
同
一
賃
金
特
別
相
談
窓
口
」

（
☎
０
９
７‐

５
３
５‐

２
０
９
５
）

■
と　
き　
12
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
40
分

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
テ
ー
マ　
「
在
宅
で
人
生
会
議
を
は
じ

め
よ
う
〜
大
切
な
人
の
た
め
の
在
宅
医

療
・
介
護
〜
」

■
内　
容　
在
宅
医
療
・
介
護
に
関
す
る

相
談
・
体
験
・
展
示
ブ
ー
ス
、
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
方
法　
12
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

（
☎
０
９
７‐

５
４
５‐

８
０
０
８
）

■
と　
き　
12
月
14
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
庁　
新
館
14
階
大
会
議
室

■
そ
の
他　
参
加
料
無
料
。
参
加
申
込
み

が
必
要
（
県
Ｈ
Ｐ
・
電
話
）。
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
要
予
約
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
６
９
４
）

【
犯
罪
被
害
給
付
制
度
】

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
重
傷
病
を

負
っ
た
被
害
者
、
身
体
に
障
害
を
負
わ
さ

れ
た
被
害
者
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
犯
罪

被
害
者
の
遺
族
に
対
し
、
国
か
ら
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
警
察
署
（
☎
７

２‐

２
１
３
１
）
ま
た
は
警
察
本
部
広

報
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室
（
☎
０
９
７

‐

５
３
６‐

２
１
３
１
）

【
民
間
の
被
害
者
支
援
】

　
犯
罪
被
害
で
苦
し
ん
で
い
る
方
の
た
め

に
、
臨
床
心
理
士
、
社
会
福
祉
士
、
弁
護

士
等
の
専
門
家
に
よ
る
支
援
、
訓
練
を
受

け
た
相
談
員
に
よ
る
面
接
や
電
話
相
談
、

病
院
や
法
廷
へ
の
付
添
い
、
各
種
申
請
手

続
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
電
話
相
談　
相
談
は
匿
名
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す

■
相
談
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
の
休

日
を
除
く
）

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ　
公
益
社
団
法

人
大
分
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
７
１
１
）

■
出
願
資
格

・
保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者

・
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課

程
、
別
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
を
除

く
）
及
び
短
期
大
学
に
在
学
ま
た
は
進

学
を
希
望
す
る
者
で
基
準
を
満
た
す
者

■
出
願
期
間　
12
月
27
日
㈮
ま
で

■
貸
与
期
間　
令
和
２
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特　
徴　
奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
。

申
込
者
の
中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給

付
）
に
推
薦
。
文
系
学
部
、
理
工
系
学

部
問
わ
ず
（
但
し
、
医
学
部
、
薬
学
部

国
家
試
験
課
程
除
く
）

■
そ
の
他　
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
６
２
０
）

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人

の
病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象

に
、
無
料
ま
た
は
定
額
診
療
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
や
「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定

証
」
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

「
就
学
援
助
制
度
」
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
低
所
得
等
の
生
計

困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
支
払
い
に
つ

い
て
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
済
生

会
日
田
病
院
の
医
療
相
談
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
関
係
機
関
の
証
明
書
、
認

定
書
、
通
知
書
等
で
状
況
を
確
認
の

上
、
診
療
費
の
減
免
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他　
他
医
療
機
関
を
受
診
中
の
方

　大分県
奨学会HP
▲
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暮らしの情報　●

　
は
、
担
当
医
と
ご
相
談
の
上
、
紹
介
状

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
診
療
科
目　
済
生
会
日
田
病
院
で
行
っ

て
い
る
診
療
科
目
の
す
べ
て

■
お
問
い
合
わ
せ　
済
生
会
日
田
病
院

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

１
１
０
０
）

※

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
募
集
コ
ー
ス　
野
菜
長
期
、
畜
産

■
研
修
期
間　
令
和
２
年
４
月
10
日
㈮
〜

　
令
和
３
年
３
月
10
日
㈬

■
募
集
期
間　
１
月
10
日
㈮
〜
２
月
14
日
㈮

■
試
験
日　
３
月
６
日
㈮

■
研
修
費
用

【
野
菜
長
期
】
４
４
，
０
０
０
円

【
畜　
　
産
】
１
１
，
０
０
０
円

■
研
修
場
所

【
野
菜
長
期
】
県
立
農
業
大
学
校
（
豊
後

大
野
市
）

【
畜　
　
産
】
県
立
農
林
水
産
研
究
指
導

セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
部
（
竹
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
立
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
７
４‐

２
２‐

７
５
８
３
）

　
大
分
県
で
森
林
組
合
や
林
業
会
社
な
ど

の
林
業
分
野
へ
就
職
を
目
指
し
て
い
る
方

や
、
林
業
を
新
た
に
始
め
よ
う
と
す
る
方

を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
研
修
期
間
中
は
給
付
金
の
支
給

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
研
修
期
間　
令
和
２
年
４
月
中
旬
〜
令

和
３
年
３
月
中
旬
（
約
11
カ
月
）

■
研
修
場
所　
大
分
県
林
業
研
修
所
（
由

布
市
）
及
び
県
内
の
林
業
現
場
等

■
研
修
内
容　
①
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
に
関
す
る
基
本
的
知
識
、
林
業
労
働

安
全
衛
生
、
②
林
業
就
業
に
必
要
な
基

本
的
技
能
講
習
（
資
格
取
得
含
）、
③

基
礎
的
な
森
林
施
業
の
現
地
研
修
等

■
受
講
料　
無
料
（
一
部
の
資
格
登
録
費

用
、
交
通
費
・
昼
食
等
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
間

・
第
１
次
募
集
：
12
月
20
日
㈮
ま
で

・
第
２
次
募
集
：
１
月
20
日
㈪
〜
２
月
28

日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
公
益
財
団

法
人
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

（
☎
０
９
７‐

５
４
６‐

３
０
０
９
）

■
対
象
者　
消
防
法
施
行
規
則
第
31
条
の

６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消
防
庁
告
示

第
11
号
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を
有
す

る
者

■
講
習
実
施
日

第
１
種
：
２
月
19
日
㈬
〜

　
　
　
　
２
月
21
日
㈮
３
日
間

第
２
種
：
２
月
26
日
㈬
〜

　
　
　
　
２
月
28
日
㈮
３
日
間

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
受
講
申
請
（
受
付
）
期
間

　
12
月
２
日
㈪
〜
12
月
20
日
㈮

■
受
講
料　
第
１
種
、
第
２
種
の
区
分
ご

と
に
３
２
，
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

■
申
請
書
配
布
場
所　
大
分
市
消
防
局
、

各
消
防
本
部
、（
一
財
）
大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会

■
提
出
先　
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

〈
内　
容
〉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知
識

と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

〈
対
象
者
〉
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

18
歳
〜
39
歳
の
方
、
離
転
職
者
等
、
新

規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

〈
内　

容
〉
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、

花
き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
に
つ

い
て
習
得

〈
対
象
者
〉
離
転
職
者
等
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者

■
定　
員　
い
ず
れ
の
科
目
も
20
名

■
募
集
期
間　
12
月
２
日
㈪
〜
１
月
16
日
㈭

■
入
校
試
験　
１
月
19
日
㈰

■
合
格
発
表　
１
月
22
日
㈬

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
申
込
方
法　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
職
業

相
談
後
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
募
集
対
象

・
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の

者
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障

が
い
が
高
度
な
者
で
拡
大
鏡
等
の
使

用
に
よ
っ
て
も
文
字
等
の
視
覚
に
よ

る
認
識
が
困
難
な
者

・
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
26
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
29
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

■
出
願
受
付
期
間

１
月
６
日
㈪
〜
１
月
17
日
㈮
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

１
月
20
日
㈪
〜
１
月
23
日
㈭
の
午
後
３

時
〜
午
後
４
時

■
結
果
発
表　
１
月
24
日
㈮
通
知
発
送

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

試
験
・
講
習
会

令
和
２
年
度
大
分
県
立
盲
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
２
年
度
訓
練
生
募
集
（
前
期
）

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

就
農
準
備
研
修
の
研
修
生
募
集

お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

令
和
２
年
度
研
修
生
募
集
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（敬称略）

奥 野

恵良団地

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

茂 幸

洋 平

さとう　　　 まこと

たけいし　　　りあ

● 

病
　
院

11月

12月

23日
24日
1日
8日
15日
22日
29日
30日
31日

72-2143
78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466

春日町
町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　

電　話住　所 医療機関名日月
72-1020

0973-22-3034
0973-23-8148

72-0214
0973-24-6886
0973-23-6480

72-3838
0973-24-6347
0973-24-7710

玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

10月１日～10月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,371  人
4,467  人
  4,904  人
3,901 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

19
9
10
3

赤　峰　嶋　子
麻　生　敏　行
安　部　福　夫
有　吉　佐代子
上　田　道　範
佐　藤　マスヱ
日　野　ミサヲ
宮　永　美　鶴
森　　　松太郎
山　口　千　年
𠮷　光　厚　子

狭 間
北 恵 良 二
書 曲 二
川 西 二
下 旦 二
鹿 伏
野 矢
野 倉
上 旦
口 の 園
桐 木 三

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

長内科小児科胃腸科医院
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友成産婦人科医院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院

是 永 歯 科 医 院
武 内 歯 科 医 院
よ し ま さ 歯 科
相 良 歯 科 医 院
石 井 歯 科 医 院
酒 井 歯 科 医 院
たしろ歯科医院
川 津 歯 科 医 院
アップル歯科医院

2019 年 11 月・12 月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

11月

12月

23日
24日
1日
8日
15日
22日
29日
30日
31日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

6

18

11

37

1

5

6

8

20

19

48

98

59

224

20

53

104

67

244

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・10月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

佐 藤 　 真

武石　璃愛

　朝夕が一段と冷え込み、これから暖房器具の使用が多くなる
季節となりました。朝、目が覚めるとまず、暖房器具のスイッ
チを入れる方が多くなると思います。日ごろ使い慣れたものだ
から・・・でも、過信は禁物です。
　ストーブやファンヒーターの周りが散らかっていたり、上に
洗濯物を干したりしていませんか？暖房機部の周りの、ゴミや
洗濯物に着火し、火災に至るケースが全国でも多く発生してい
ます。暖房器具の周辺は整理整頓しておきましょう。
　暖房器具の電気コードを、束ねたり、家具などで踏んだまま
にしていませんか？　最近の暖房器具は電気を使用するものが
多く、電気コードを束ねたり、踏んだりしていると、コード内
の導線が切れてそこから火が出ることがあります。曲げたり、
踏んだりがないよう気をつけましょう。
　冬場になると空気が乾燥し、一度火が付くとすぐに燃え広
がってしまいます。暖房器具の正しい取扱いで、温かい冬を過
ごしましょう。

“使い慣れた暖房器具”
　　　でも過信は禁物！

男

女

87
77
93
93
68
94
96
84
82
71
88

「このこえ」を観て、九重町民劇場のこれ
までを知りたい、もっと多くの方に知って
いただきたいと思いました。ですが、20
年前はデジカメよりもまだフィルムの時
代。写真を探すにも見つからない公演も多
く、代表者や事務局の方々にご協力いただ
きました。対談ではそんな苦労も…！とい
う話から笑い話までたくさんしていただき
ました（紙面の都合で一部ですが）。十分
な特集とは言えませんが、あとは「このこ
え」を観ていただき、皆さん自身で感じて
いただければと思います。九重町民劇場結
成20周年おめでとうございます。 Tomo

編集後記 交通安全110

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）



　
白
寿
（
は
く
じ
ゅ
）
は
満
九
十
八
歳
（
数

え
年
で
九
十
九
歳
）
の
こ
と
。

　
や
が
て
白
寿
を
迎
え
る

お
姉
さ
ん
の
琴
が
天
高
く

響
き
わ
た
り
ま
す
。

　
秋
日
和
は
秋
の
よ
く
晴
れ

て
、
澄
み
渡
っ
た
空
模
様
の
こ
と
。

　
散
歩
の
途
中
、
手
頃
な
切
株

を
見
つ
け
て
一
休
み
。

　
秋
の
日
射
し
が
身
も
心
も
さ

わ
や
か
に
し
ま
す
。

　
一
茶
の
︿
刈
株
の
後
ろ
の
水

や
秋
日
和
﹀
と
い
う
句
を
思
い

出
さ
せ
る
よ
う
な
一
句
で
す
。

読 者 俳 句

令
和

元
年

11月
17日

発
行

（
通

巻
762号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

1
1
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

　「
彼
岸
会
」
は
秋
分
の
日
を
中
日
と
し
て
、
前
後
の
日
の
間
に
行
わ
れ
る
法

会
で
、
こ
の
行
事
は
日
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

「
何
故
生
き
る
の
か
」
釈
迦
の
説
法
に
想
い
を
馳
せ
ま
す
。
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腰
下
ろ
す
程
よ
き
根
っ
子
秋
日
和
　
　 

時
松
由
美
子

彼
岸
会
や
ど
う
生
き
る
の
か
釈
迦
は
説
く

佐
藤　

文
雄

　
蟋
蟀
は
ち
ち
ろ
虫
と
も
言
い
ま
す
が
、
初
秋
か
ら
晩
秋
ま
で
鳴
き
続
け
ま

す
。
作
者
に
は
そ
の
声
が
生
き
急
ぐ
よ
う
に
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

蟋
蟀
の
生
き
急
ぐ
か
に
鳴
く
こ
と
よ

泉　
　
　

渓

　
秋
茄
子
は
柔
ら
か
く
美
味
し
い
の
で
嫁
に
食
わ
せ
た
く
な
い
ほ
ど
の
例
え
が

あ
り
ま
す
。
〈
頂
き
に
花
一
つ
つ
け
秋
な
す
び
〉
と
い
う
句
の
と
お
り
、
命
を

つ
な
ぐ
一
輪
に
も
見
え
ま
す
。

秋
茄
子
の
命
を
つ
な
ぐ
遅
れ
花

桐　
　
　

友

　
精
一
杯
生
き
て
き
た
作
者
の
人
生
、
虫
の
音
を
聞
き
な
が
ら
想
い
出
を
ふ
り

返
り
ま
す
。
「
猫
背
か
な
」
の
詠
嘆
が
悔
い
の
残
ら
な
い
わ
が
人
生
を
愛
お
し

ん
で
い
ま
す
。

虫
の
音
の
回
顧
に
耽
る
猫
背
か
な

野
木
チ
ズ
子

（
選
者
・
評
）
今
月
は
、
命
を
素
材
に
し
た
四
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
命
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
成
功
率
は
高
く
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

人
生
や
生
き
方
を
比
喩
す
る
よ
う
な
説
教
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
揚
句
句
は
多
く
言
わ
ず
読
み
手
に

何
か
を
委
ね
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
句
に
も
時
々
挑
戦
す
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
十
二
月
号
は
今
年
を
ふ
り
返
り

「
年
間
賞
」
の
発
表
で
す
。
お
楽
し
み
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

蟷
螂
枯
る
誰
も
通
ら
ぬ
村
が
増
え

野
良
仕
事
掘
り
出
す
た
か
ら
芋
の
秋

認
知
度
の
二
重
丸
な
り
む
か
ご
飯

柿
落
葉
裏
に
表
に
吹
き
溜
ま
り

老
い
と
児
が
卓
を
囲
む
や
栗
ご
飯

秋
ざ
く
ら
二
十
歳
の
吾
に
戻
り
つ
つ

茶
の
花
や
法
事
の
客
の
靴
の
音

空
蝉
や
榊
の
葉
裏
ゆ
ら
ゆ
ら
と

椎
茸
の
出
荷
の
香
り
峰
わ
た
る

足
払
う
バ
ッ
タ
天
国
こ
こ
に
あ
り

友
と
摘
む
陽
射
し
の
中
の
赤
梨
や

久
大
線
泡
立
草
の
生
い
茂
る

豊　

國

左
世
美

ヨ
ウ
子

律　

子

直　

人

八
千
子

則　

子

香　

澄

重　

吉

い
づ
み

恵　

子

良　

子

九
重
寿
大
学
︵
文
芸
部
︶
俳
句
ゼ
ミ

天
高
し
白
寿
を
目
ざ
す
姉
の
琴

茶
柱
に
占
い
ご
こ
ろ
今
朝
の
秋

と
き
め
き
も
遠
き
彼
方
へ
今
朝
の
秋

人
住
ま
ぬ
庭
の
甘
柿
日
に
赤
く

ミ
サ
ヲ

末
　
子

志
の
ぶ

◇
十
月
句
会
の
優
秀
句

◇
佳
作
︵
高
点
句
︶

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

甲
斐
加
代
子

12月号の締め切りは11月29日必着です。最低２句以上おつくりになり、ハガキで応募下さい。字あまりや季重なりなどは添削
をする場合があります。また添削希望の方にはお葉書で返送させていただいています。（宛先　九重町役場・企画調整課）

　
渋
柿
の
皮
を
剥
い
て
ヘ
タ
の
部
分
を
縄
の
す
き
間
に
挟
み
、
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
吊
す
。
昔
の
記

憶
が
蘇
る
。
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
柿
の
水
分
が
減
り
、
白
い
粉
が
つ
く
。
そ
う
な
れ
ば
で
き
あ
が
り
。
白

い
粉
は
果
糖
や
ブ
ド
ウ
糖
か
ら
な
り
甘
み
も
栄
養
も
豊
富
だ
。

　
揚
句
の
面
白
さ
は
〈
白
粉
ふ
く
め
で
た
い
め
で
た
い
〉
に
あ
る
。
吊
し
た
柿
を
眺
め
、
心
待
ち
に
し
て

い
る
と
、
遂
に
白
い
粉
を
吹
い
た
の
だ
。
そ
の
心
弾
む
思
い
が
〈
め
で
た
い
め
で
た
い
〉
に
集
約
さ
れ
て

い
る
。
何
と
心
沸
き
立
つ
表
現
で
あ
ろ
う
か
。
さ
す
が
で
あ
る
。

　〈
九
重
山
白
に
染
ま
る
私
は
百
歳
　
松
恵
〉
こ
ち
ら
も
「
め
で
た
い
め
で
た
い
」
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
　
お

健
や
か
に
。（
句
評
　
羽
村
美
和
子
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
句
集
『
末
の
娘
・
終
焉
』
か
ら
）

元
気
が
出
る
俳
句　

そ
の
⑩

干
し
柿
の
白
粉
ふ
く
め
で
た
い
め
で
た
い　
　

駒
走
松
江

︵
寿
大
学
文
芸
部
︶

佳
作
　
十
三
席

佳
作
　
十
三
席

秋
日
和

あ
き
び
よ
り

ふ
る
さ
と
の
原
風
景

ふ
る
さ
と
の
原
風
景

ひ
が
ん
え

こ
お
ろ
ぎ

ふ
け

ほ
う

え

う
つ
せ
み

お
し
ろ
い




